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熱帯低気 圧 の 研 究 に お け る 故 大 山 勝 通 氏 の 業績 を振 り返 る

山 岬 正 紀 （海 洋 研 究開 発 機構 地球環境フ ロ ン テ ィ ア 研究 セ ン ター）

1 は じめに

　 昨年 12月に大山氏 、 今年 3 月に栗原氏が急逝 さ

れた 。 熱帯低気圧の 研究の 発展に貢献 されたお二 人

の 業績を偲び 、また、お二人の 遺志をっ い で今後の

研究を推進 した い とい う観点か らス ペ シ ャ ル セ ッ

シ ョ ン を行 うこ ととなっ た。本講演は、通常の 研究

発表では なく、大山氏の 業績の うち熱帯低気圧に関

す るもの にっ い て述べ る 。 なお、栗原氏の 業績に つ

い て は もう
一

つ の 講演 （上野、吉岡）で述 べ られ る

こ とになっ て い る。

21960 年代にお ける熱帯儀気圧 の 先駆的研究

　熱帯低気圧 （以下 TC ）の数値シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン

や予報は現在で はかなりの レ ベ ル に達 して い る。 そ

れ に対 して 今か ら 40 年以上前の 1960 年代の初 め

頃は 、TC を シ ミュ レ ー トする こ とに成功 して い な

か っ た
。 当時 、

TC の エ ネル ギー源で ある水蒸気の

潜 熱を放 出する対流性の 雲 （積乱雲など）の重要性

は認識 されて い たが、たとえば水平格子間隔 20  

を用い た数値実験では 、 積乱雲に対応する鉛直循環
は表現 された もの の （か な り変形された形で）、そ

の 集団 として の メソス ケ
ー

ル の 渦、TC らしい もの

をシ ミュ レー トするこ とはで きなか っ た。

　こ の ような中で Ooyama （1964）は対流性の 雲の

効果 をパ ラメ タライズ す るとい う手法 を導入 して

TC モ デル を構築し、線形論 （微 ノ1振 幅論）に よっ

て TC の 水平ス ケール と時聞ス ケール を説明する こ

とに成功 した。
パ ラメタ リゼーシ ョ ン とい う手法は

乱流につ い て は既に用 い られ、対流性 の 雲につ い て

も湿潤対流調節 とい う方式が大気大循環モ デル で

用い られて い たが、TC モ デル に適 したパ ラメタ リ

ゼー
シ ョ ンの ため には別 の ア イデア も必 要で あ っ

た。それは、対流活動が摩擦収束に よ っ て コ ン トロ

ー
ル され るとい う点で ある 。 渦における摩際収束の

概念はエ クマ ン パ ン ピ ン グとも呼ばれ 1940 年代末

こ ろか ら認識 されて い た もの で あるが、Ooyama
（1964）の 画期的な成功は、対流の パ ラメ タ リゼ ー

シ ョ ン に摩擦収束の 重要性を取り入 れた点にあ っ

た 。 同様の研究は Chamey 　and 　Eliassen（1964 ，

JAS ）によっ て発表 されて い るが 、 大山氏は 当時、

非線形 モ デル に よる数値実験に成功 して い なか っ

たために、公式な論文 として発表したの はそれがら

数年後であ っ た （Ooyama ，
1969

，
　JAS）。この 数値実

験は TC の 数値シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン として 初めて成功

した もの で あ り、こ の研 究に対 して ア メ リカ気象学

会か らマ イジ ンガ・−ffを、日本気象学会か ら気象学

会賞を受賞して い る。

3CISK の 概念 と海面か らの 顕熱 、 潜熱

　 CISK 　と は　Conditional　 hlstabilty　 of　 the
Seoond  d （第 2種条件付不安定）の 略成語で、

対流性の 雲の 発生の必 要条件で ある条件付不安定
と対照 させ た 新たな不安定を意味す る言葉で ある。

こ の言葉は Ooyama （1964，
1969）とCha］mey 　and

Eliassen（1964）に よ り提 出され た新たな重要な概

念 として 、その 後広 く用い られて きた。

　TC に対する海面か らの 顕熱、潜熱の 供給の 重要

性は、Ooyama （1969）で も述 べ られて い るように、

1960 年代の初め頃に は認識 され て い た （Malkus
and 　Rieh］」1960

，
［［bllus）。 しか し、　Ooyama （1969）

の重要な貢献は、こ の こ とを数値実験に よ っ て明確

に示 した点で ある。その 後、1980 年代に入 っ て 、

Em   uel 嘸   o　and 　Em   uel
，
1987

，
潤 ）に

よ っ て WISHE （WTnd 　 lnduced　 Surface　 Heat
Exchange）とい う言葉で TC を説明する不安定と

して論じられ、CISK とは異なる新たな不安定と し

て TC の 多くの研究者に よっ て受け入れ られた よ う

で あ る が 、筆者 は そ の 当 時 か ら、WISHE は

Ooyama （1969）の CISK の概念に含まれ るもの と

考えて お り、1989 年の TC に 関する国際ワ
ー

クシ

ョ ッ プ で その こ とを述 べ て い る。 大山氏 は筆者の ラ

ポーチ ャ
ー レ ポー トをみて 同 じ意見で あっ た と他

の 参加者か らきい て い る。 こ の こ とは、その 後、

Smith（1997，　QJRMS），
　Ooyama （1997，

［［b ）p．　Met ．

and 　Hurri．　Conf）で明確に述べ られて い る 。

　Ooyama （1969）で は、こ の 他に もエ ネ ル ギー
論

を含め TC の メカ ニ ズム の 理解に大きく貢献して い

る。なお、こ の研究で扱われた TC は 目の 壁雲に伴

う循環 として の 強い TC で あるこ とを付記 した い 。

31970 年代以後に つ い て

　TC モ デル で は対流の パ ラメ タリゼー
シ ョ ン は重

要であると考えられて い たか ら、大山氏はその す ぐ

後 、
パ ラメタ リゼー

シ ョ ン に関す る論文を Ooyama
（1971、JMSJ ）と して発表して い る 。 ただ 、 この研

究をその 後大山氏が発展 させ る こ とは なか っ た 。

Ooyama （1982 ，
　JMSJ

，
100 周年 記念号）で は、

i血 ma 副 d （1977）の 積雲対 流を解像する非静力学
モ デル による研究 と Rosenthal （1978 ，

　JAS）の 20
  格子、燈 の パ ラメタリゼーシ ョ ン を含めない

静力学モ デル に よる研究を、TC モ デル の 発展 の 第
3 ス テ

ージ として位置づ けて い る 。 また、TC の 発

生の 問題に言及 して い る 。 これは筆者 の 1970年代
にお ける非静力学モ デル に よ る研 究が背景に あっ

て 、少 し違っ た観 点か ら論 じて い るが 、 筆者の研究、

考え方はサポー
トされて い るもの と受け とめて い

た。大山氏は非静力学モ デル による研究の 重要性を

こ の 頃か ら強 く認識 して い た と思われ、1980 年代

後半よ り、非静力学モ デル の 開発 に と りかか られた 。

ス コ ール ライン に つ い て の 2 次元モ デル による論
文を 2001年に発 表して い るが 、 3次元 TC モ デル

の 開発 に至 る前 に体調を崩 された 4とは非常に残

念である 。

　まだ記す べ きこ とは多い が 、紙面の都合で あ とは

当日、時間の 許す範囲で 述べ るこ とに した い 。
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